
　　　　

2025 年 2 月 21 日

14 時 0 分から 17 時 40 分まで あり なし

音楽 工作

体操 野外

絵 畑

公園掃除 日常生活

調理・おやつつくり その他

作業

学校休業日にはお昼ご飯を作る。普段は、おやつつくりをする。利用
者の好み等も加味し、甘いもの、甘くないものを取り交ぜてメニュー
を決める。刃物の安全な扱いを知る。危ない子には、刃物は使わな
い。職員の話を聞いて安全に作る。できたら、みんなで食べる。

木工ビーズ・裂き織り・結び織り・さをり織りを年齢や利用者の発達
に合わせて提案する。上記の物に限らず、手先を使うもので利用者の
発達や興味に沿ったものを提案して作り上げる。

支　援　内　容

季節の物を制作する。壁紙をみんなで作る。
見本を見ながら、自分で考えながら、利用者の発達の程度をきちん
と把握しながら、簡単すぎず、難しすぎないものを提供する。

（別添資料１）

５領域支　援　内　容

認知・行動

運動・感覚
人間関係・社会性

健康・生活
人間関係・社会性
言語・コミュニ
ケーション

月に1回、講師の先生の指導のもと行う。物を作ったり、絵を描いた
りする。1回か２回でできるものを制作する。

認知・行動

春はジャガイモ。秋はサツマイモを収穫する。３月ジャガイモの苗
植え、６月収穫。６月サツマイモの苗植え、１０月収穫。
収穫したものでおやつつくりをしたり、普段のおやつにしたりす
る。

認知・行動
運動・感覚

５領域

言語・コミュ
ニケーション
運動・感覚

運動・感覚
認知・行動

講師の先生を迎えて行う。指導は講師の先生。職員は、子供を補助す
る。
ピアノに合わせて季節の歌を歌う。いろいろな歌を知り、歌う
音楽に合わせて楽器を鳴らす。いろいろな楽器を触ってみる
簡単なダンスをする。音楽に合わせて体を動かす。

講師の先生を迎えて行う。指導は講師の先生。音楽に合わせて体の各
部を動かしながら、走る、歩く等体を動かす。
色々な器具を利用する。ボールを投げる、縄跳びをする等。
ダンス、ボッチャ等。

家族支援

年2回のイベント（夏祭り、クリスマス会）を設定し、家族で来てもらい、
ゲーム等で楽しんでもらったり、他のりようしゃ家族と交流を持ってもらう。
保護者会を設ける。電話、メール、ノート等で連絡を取り合う。
必要に応じて、面談をする。

移行支援
中学進学、高校進学、社会人になるために必要と思われる支援をする。
必要ならば、事業所への移行時に、本施設での様子を知らせる。

本
人
支
援

公園遊び、散歩などに出かける。その日の利用者の構成により行き
先を決める。危険のないように担当者を決め、安全に気を付ける。
公園遊びでは、思いっきり遊べるように配慮する

初めの会で今日の予定を絵カードで示す。日直、おやつ配り、おや
つの準備、後片付け等の係り決めをする。自分の係をやるように促
す。日常活動の食器洗い、すすぎ、食器拭き片づけを体験する。終
わりの会をする。利用者により、身辺自立の支援をする。（おむつ
はずし等）

利用者の興味がありそうな活動をたまに取り入れる。活動がマンネ
リ化しすぎないようにする。
自由時間は、個人の興味と発達に合わせて遊びの提供をする。
時間がある日は読み聞かせをする。

健康・生活
人間関係・社会性

健康・生活
運動・感覚

健康・生活
認知・行動

認知・行動
運動・感覚

公共の場である公園のごみを拾うことできれいにする。
トングを使ってごみを拾う。秋の落ち葉の頃には落ち葉を拾う。
年２回花壇の花の植え替えをする。花に水をかける

支援方針 色々なことを経験できるように場を整える。　利用者の発達や年齢に沿って、必要な支援にあたる。子供の笑顔を大切に。子供の好きややりたい気持ちを大切にする。

営業時間

事業所名 くぬぎ 作成日支援プログラム（参考様式）

送迎実施の有無

法人（事業所）理念 障害を持っていてもその人らしい社会生活を築けるように支援する　　障がい者児の生活向上　地域社会への参加　社会的自立支援

主な行事等

ジャガイモの苗植え、自己紹介カード、母の日、父の日カード、ジャガイモ堀り、総会、サツマイモの苗植え、花の苗植え、七夕飾り、夏祭り、国立プール、ハロウィンイベント、芋ほり、
美術展出展、クリスマス会、初詣、書初め、正月遊び。豆まき、ひな人形作り、進級記念作品の制作。成長と卒業を祝う会。バス遠足。

地域支援・地域連携

　各利用者の学校や発達支援センター等との交流や連携を探る。
　ハロウィンイベントは、同じ施設、隣の自治会の方々に協力を依頼して
行っている。多摩センターのお祭りにカボチャを装飾したものを展示してい
る。永山地区の雪明りにも塗り絵を出させてもらっている。

職員の質の向上

積極的に研修を推奨する。
利用者の支援等について時期をおかずに職員会議等で話し合いを持ちできるだけ共通し
た支援ができるようにする。


